
 

 

  

Deliberate Practice 

校長  

 オリンピック・イヤー2020 年を迎えました。これからしだいに日本中が期待と興奮に包ま

れ、夏が過ぎるまでアスリート達の熱い戦いに眼が釘付けことになるでしょう。オリンピック・

パラリンピックの出場内定者も続々と決まっていますが、代表の座を目指してしのぎを削って

いるアスリート達も多くいます。昨年 11 月末に開催された育友会の教育講演会で、「夢への

挑戦」というテーマでお話しをいただいた車いすアスリートの北浦遙香選手もその一人です。

講演会の後でうかがった話では、パラリンピック日本代表になるには世界ランキング 6位以内

に入っていることが条件だそうで、北浦選手はその時点でランキングが８位であるため、今年

オーストラリアで開催される国際大会に出場して良い成績を残す必要があるとのことでした。

しかもその大会には渡航費も含め諸費用は全て自費で参加するというお話でした。スポンサー

がなく、競技用の車椅子にも相当のお金がかかるそうです。それでも、自分の目標に向かって

トレーニングしていくと楽しそうに話して下さいました。夢をみるのではなく実現可能な目標

に向かって、楽しみながら“Deliberate Practice（意図的練習）”を積み重ねる、それを実践

している北浦選手に爽やかな感動を覚えました。まだ代表内定の知らせはありませんが、みな

さんとともに応援したいと思います。 

 もうひとつ、最近私が関心をもっているある人のことを記したいと思います。私は大学で一

般教養の授業を持っていますが、100 名ほどの大学生に混じって 80 歳を越えた女性が受講し

ています。一般の方ですのでお名前を記すことは控え、ここでは仮に Aさんとさせてもらいま

す。ちなみに福井大学では学生以外の一般の方に一部の授業を開放しており、毎学期 20 人ほ

どの受講者がいます。その多くが私より年配の方たちで、どなたもとても熱心に講義を聴講し

ています。その中でも Aさんは最も高齢であるのに、謙虚で聡明な印象を受けました。Aさん

は、朝一番の授業にもかかわらずいつも 15 分以上前に教室に入り、一番前の席で講義資料に

目を通しています。これまで授業の前後にお話しする機会が多くありましたので、その中で印

象に残った A さんのコメントをいくつか挙げてみたいと思います。ヒトの発生を扱った授業

の後で、「ヒトが生まれてくるって凄いことですよねえ。子どもを３人産んでいるのに何も知

りませんでした。」・・・そして iPS 細胞による加齢性黄斑変性症治療の臨床研究を紹介した

時には、「実は私も黄斑変性症で眼が見えにくいんです。資料もスライドもあまり見えないん

です。いつになったら治療ができるようになるのでしょう。」・・・骨と筋肉に関する授業で

骨粗鬆症の話をしたときには、「私もその病気で腰椎を圧迫骨折したんです。」    次頁へ 
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７年生主題 「日本の伝統音楽に親しもう！～声の特徴を探る～」 

班ごとに自分たちの調べたい日本の伝統音楽のジャンル（声明，長唄，民謡，狂

言，能）の声を聞き，自分たちが思った声の特徴をオリジナル譜に表現してとらえま

した。オリジナル譜を作ることによって，日本の伝統音楽の「声」についての学びを

深めることができました。 

「もう私の体ボロボロですよ。」と笑いながらおっしゃいました。さらに認知症の話では、「私

も物覚えが悪くて、認知症になるんでしょうかね。」と言われるので、「大学まで通うことで

体を動かし、しかもこれだけ頭を使っていたら認知症なんかなりませんよ。」とお答えしまし

た。そして、どうしてこれだけ熱心に勉強されるのか尋ねたところ、「新しいことを知ること

が楽しくてしょうがないんです。」とのお答えをいただきました。 

 北浦選手と Aさんに共通する点はなんでしょうか。お二人ともトレーニングや勉強するこ

とがルーティンになっていること、そして何よりもそれを楽しみながらやっているというこ

とです。一つのことを、目的を持ってやり続ける（学び続ける）ことで自己の成長を実感で

きる、それが楽しいと思えれば、“Deliberate Practice”ができるのではないでしょうか。

私も謙虚に学び続ける人になりたいと思います。みなさんはいかがですか。 

 

附族アルバム １月 

音楽集会１／１６（木） 

Ａ組 民謡  

「文節ごとに響きがあり，強弱がつ

いていて，こぶしがあることが民

謡の特徴です。」 



 

 

 

  Ａ組 狂言  

「狂言は声に響きがあって，ハキハ

キしています。他と比べて話して

いる声に近いです。狂言の特徴を

出せるように頑張ります」 

 Ｂ組 狂言  

「狂言のハリのある特徴的な声に着

目してください」 

 

Ｂ組 民謡  

「音色や地声を使う特徴的な発生に注意

して聴いてください。」 

 

Ｃ組 民謡 

「民謡の特徴は，全体的に音が高く，

鼻にかかる点とあっさりとしたメロ

ディです。 

 



  

Ｃ組 狂言  

「迫力があり堂々としている歌になっ

ています。特に『う』の音をより特

徴的にとらえられるように努力しま

した。」 

 

プログラム製作：音楽委員会 



 

 

 

道 徳

後期も後半を迎え，もうすぐ８年生

に進級します。これまでの自分自身を

振り返り目標を立てました。 

学 P ラウンドテーブル

９年生が聞き手，ファシリ

テーターとなって，７・８年

生のこれまでの実践を意味づ

けたり，価値付けを行ったり

しました。個々がこれまでの

活動を振り返りました。 

先輩のアドバイスを受けて

プロジェクトが進みはじめま

した。 


